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1.緒 言

二酸化マ ンガ ンは過酸化水素分解作用、脱臭作用、ダイオキシンの脱塩素作

用、CODな どの有害物質除去作用など幅広 く利用 されている1)。近年、セ ラミ

ック上に二酸化マンガンを固着 した冷蔵庫や トイ レ便座 内の脱臭器が市販 され

ているが、セ ラ ミックは微細加工が困難で、 しか も重量があ り壊れ易 く、取 り

扱いが困難である。そこで当研究室ではより幅広い用途開発 を目的 として、軽

量かつ加工性 に優れたアル ミニウム上に高い硬度 ・耐食性を有す る化成皮膜 を

作製 し、かつその微細 なべ一マイ ト皮膜にナ ノスケールの二酸化マンガンを固

着 させることにより、酸化触媒能を持つ皮膜を作製 させ、取 り扱 い上、簡便 な

機能皮膜の作製を行った2)。そこで本研究では二酸化マ ンガンと二酸化チタンを

複合化 させることに よって、 より一層高活性な触媒膜 を作製す るとともに光触

媒能 を有する新たなMnO2/Tio2複 合触媒膜 の作製 を試みた。

2.実 験 方 法

2.1一 次処 理皮 膜 の作製

基板 には 、アル ミニ ウム板(AlO85材,25×50×0.4㎜)を 使 用 し、界 面灘 斉j

を用 いて脱 脂処 理 を行 っ た後 、水 熱加圧 処理 に よ り硝 酸 アル ミニ ウム浴 中で483

K(2.OMPa)の 条件 下 で30分 間保 持 し、水熱 加 圧処理 を施 した。

2.2二 次処 理皮 膜 の作製

一 次処 理 を施 した皮 膜 を過 マ ンガ ン酸 カ リウム
、 シ ュ ウ酸 チ タ ン酸 ア ンモ ニ

ウム混 合浴 中で483K(2,0MPa)の 条件 下 で30分 間保 持 し、水 熱加圧 処 理 を施 し

た。

2.3ESCAに よる構 造解 析

作製 した一 次処 理皮膜 お よび 二次 処理皮 膜 をESCA(X線 光 電子表 面 分析 装置

ESCA-850、 島津製 作所 ㈱製)お 構 造解 析 を行 った。

2.4触 媒能 評価

分 光光 度 計 に よ りマ ラカイ トグ リー ン の吸光度 を測定 し、マ ラカイ トグ リー

ンの 分解 に よる光触媒 評 価 を行 な った。 光源 に水銀 ランプ(220≦ λ≦420mn)

を使用 し、マ ラカイ トグ リー ン初期 濃度3.5ppm、 極大 波長618㎜,照 射 時 間61)

分,容 量4cm3,サ ンプノレ面積8×8㎜2と し、光触 媒能 評価 を行 った。
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3結 果お よび考察

3.1皮 膜の構造解析結果

二次処理 において作製 した皮膜 のESCAに よる状態分析結果をFig.1に 示 した。

その結果、二酸化マンガンの ピークに比べ、高エネルギー側にシフ トしている

ことが確認で きた。 また、従来の二酸化チタンの ピークも高エネル ギー側にシ

フ トしていることが確認で きた。 このことよ り、二酸化マンガンと二酸化チタ

ンがカ ップ リング していると推察 され、高い酸化触媒能の向上が期待できる。

3.2光 触媒能評価結果

Fig.2に マラカイ トグ リーンの分解による光触媒能評価を行った結果 を示 した。

二酸化チタン単独膜3)に 比べ、二酸化マンガンをカ ップ リングさせ た皮膜は よ

り高い触媒活性が得 られ ることが確認できた。 これは二酸化マンガン と二酸化

チ タンをカ ップ リングさせ ることによ り、二酸化マ ンガンが酸化側の触媒能を

補い、活性 が向上 したものと考 えられる。

4.結 論

1)二 次処理 において過マ ンガ ン酸カ リウム とシュ ウ酸チタン酸 アンモニ ウム

混合浴 中で水熱加圧処理 を施す ことに より、MnO2/TiO2/AlO(OH)複 合皮膜 の作

製に成功 した。

2)二 酸化マ ンガ ンと酸化チタンを複合化 させ ることによって、より高活性 な触

媒膜の作製 に成功 した。
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Fig.2 Photocatalytic activity of prepared films
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Fig.1 XPS of the electron binding energy of Mn and Ti 

     on the prepared films in secondary treatment
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